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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
年
の
門
出
を
健
や
か
に
お
迎
え

か
し
い
新
年
の
門
出
を
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
先
の
奄
美
市
長
選
挙
に
お
き
ま

　

私
は
、
先
の
奄
美
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
持
を

し
て
、
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
持
を

い
た
だ
き
、
引
き
続
き
二
期
目
の
市
政
の

い
た
だ
き
、
引
き
続
き
二
期
目
の
市
政
の

重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
年

重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
身
の
引
き

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
奄
美
群
島
日
本
復
帰

　

さ
て
、
昨
年
は
奄
美
群
島
日
本
復
帰
6060

周
年
を
迎
え
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま

周
年
を
迎
え
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま

し
た
。
４
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
Ｂ
Ｓ
日
本

し
た
。
４
月
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
Ｂ
Ｓ
日
本

の
う
た
」
の
公
開
収
録
が
奄
美
振
興
会
館

の
う
た
」
の
公
開
収
録
が
奄
美
振
興
会
館

に
お
い
て
行
わ
れ
、
奄
美
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す

に
お
い
て
行
わ
れ
、
奄
美
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
で
き
、ま
た
、５
月
に
は
自
衛
隊
、

る
こ
と
が
で
き
、ま
た
、５
月
に
は
自
衛
隊
、

警
察
、
消
防
、
医
療
関
係
機
関
等
の
ご
協

警
察
、
消
防
、
医
療
関
係
機
関
等
の
ご
協

力
の
も
と
、
鹿
児
島
県
総
合
防
災
訓
練
が

力
の
も
と
、
鹿
児
島
県
総
合
防
災
訓
練
が

大
規
模
に
行
わ
れ
、
外
海
離
島
で
あ
る
奄

大
規
模
に
行
わ
れ
、
外
海
離
島
で
あ
る
奄

美
に
お
い
て
、
万
が
一
の
災
害
時
の
協
力
・

美
に
お
い
て
、
万
が
一
の
災
害
時
の
協
力
・

連
携
態
勢
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

連
携
態
勢
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
去
る

た
。
去
る
1111
月
９
日
に
は
、
多
く
の
関
係

月
９
日
に
は
、
多
く
の
関
係

各
位
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
祖
国
復
帰
の
記

各
位
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
祖
国
復
帰
の
記

念
式
典
・
祝
賀
会
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ

念
式
典
・
祝
賀
会
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
、
先
人
の
偉
業
を
称
え
る
と
と

と
が
で
き
、
先
人
の
偉
業
を
称
え
る
と
と

も
に
奄
美
の
振
興
・
発
展
に
邁
進
す
る
決

も
に
奄
美
の
振
興
・
発
展
に
邁
進
す
る
決

意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

産
業
振
興
面
に
お
い
て
は
、
果
樹
振
興

　

産
業
振
興
面
に
お
い
て
は
、
果
樹
振
興

及
び
果
樹
ブ
ラ
ン
ド
産
地
化
を
目
的
と
し

及
び
果
樹
ブ
ラ
ン
ド
産
地
化
を
目
的
と
し

た
「
奄
美
大
島
選
果
場
」
や
地
産
地
消
の

た
「
奄
美
大
島
選
果
場
」
や
地
産
地
消
の

推
進
・
地
域
特
産
品
の
加
工
支
援
、
観
光

推
進
・
地
域
特
産
品
の
加
工
支
援
、
観
光

案
内
所
の
機
能
を
備
え
た
「
ひ
と
・
も
の

案
内
所
の
機
能
を
備
え
た
「
ひ
と
・
も
の

交
流
プ
ラ
ザ
」
等
の
供
用
が
開
始
さ
れ
、

交
流
プ
ラ
ザ
」
等
の
供
用
が
開
始
さ
れ
、

さ
ら
に
は
奄
美
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

さ
ら
に
は
奄
美
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
コ
ク
ト
く
ん
」
も
誕
生
し
、
本
市
を
内
外

「
コ
ク
ト
く
ん
」
も
誕
生
し
、
本
市
を
内
外

に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
力
強
い
仲
間
も
増

に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
力
強
い
仲
間
も
増

え
ま
し
た
。

え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
３
月
に
は
防
災
機
能
の
強

　

ま
た
、
本
年
３
月
に
は
防
災
機
能
の
強

化
を
図
っ
た
住
用
・
笠
利
両
総
合
支
所
庁

化
を
図
っ
た
住
用
・
笠
利
両
総
合
支
所
庁

舎
が
完
成
予
定
で
あ
り
、
本
庁
舎
に
つ
き

舎
が
完
成
予
定
で
あ
り
、
本
庁
舎
に
つ
き

ま
し
て
も
広
く
市
民
の
皆
様
方
の
ご
意
見

ま
し
て
も
広
く
市
民
の
皆
様
方
の
ご
意
見

を
賜
り
な
が
ら
、
平
成

を
賜
り
な
が
ら
、
平
成
3232
年
度
ま
で
の
完

年
度
ま
で
の
完

成
を
め
ざ
し
、
順
次
事
業
を
進
め
て
い
る

成
を
め
ざ
し
、
順
次
事
業
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
奄
美
に
と
っ
て
喜
ば
し
い

　

昨
年
は
奄
美
に
と
っ
て
喜
ば
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
、
１
月
に
は
「
奄
美
・

ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
、
１
月
に
は
「
奄
美
・

琉
球
」
が
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
と
し
て

琉
球
」
が
世
界
自
然
遺
産
候
補
地
と
し
て

正
式
に
決
ま
り
、
８
月
に
は
全
国
離
島
初
・

正
式
に
決
ま
り
、
８
月
に
は
全
国
離
島
初
・

九
州
初
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
と
な
る
「
奄

九
州
初
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
と
な
る
「
奄

美
ナ
ン
バ
ー
」
の
平
成

美
ナ
ン
バ
ー
」
の
平
成
2626
年
度
導
入
も
決

年
度
導
入
も
決

定
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

定
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

　

さ
ら
に
は
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
同
年
に
本
県
に
お
い
て
開
催
予

ピ
ッ
ク
の
同
年
に
本
県
に
お
い
て
開
催
予

定
の
第

定
の
第
7575
回
国
民
体
育
大
会
で
は
、
奄
美

回
国
民
体
育
大
会
で
は
、
奄
美

の
各
集
落
に
伝
統
行
事
と
し
て
根
付
い
て

の
各
集
落
に
伝
統
行
事
と
し
て
根
付
い
て

い
る
相
撲
競
技
が
本
市
に
お
い
て
実
施
さ

い
る
相
撲
競
技
が
本
市
に
お
い
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
も
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

れ
る
こ
と
も
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
今
後
の
奄
美
は
国
内
外
か

　

こ
の
よ
う
に
今
後
の
奄
美
は
国
内
外
か

ら
注
目
を
集
め
る
大
き
な
契
機
を
迎
え
て

ら
注
目
を
集
め
る
大
き
な
契
機
を
迎
え
て

お
り
、
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
り

お
り
、
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
い
た
し
ま

つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
奄
美
群
島
の
郡
都
と
し
て
、
他

し
て
も
、
奄
美
群
島
の
郡
都
と
し
て
、
他

町
村
と
一
丸
と
な
っ
て
、
様
々
な
施
策
に

町
村
と
一
丸
と
な
っ
て
、
様
々
な
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
末
に
時
限
を
迎
え
ま
す

　

ま
た
、
本
年
度
末
に
時
限
を
迎
え
ま
す

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
延

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
延

長
・
内
容
拡
充
や
新
た
な
交
付
金
制
度
創

長
・
内
容
拡
充
や
新
た
な
交
付
金
制
度
創

設
の
実
現
、「
奄
美
・
琉
球
」
の
世
界
自
然

設
の
実
現
、「
奄
美
・
琉
球
」
の
世
界
自
然

遺
産
登
録
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、

遺
産
登
録
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、

「
自
然
・
ひ
と
・
文
化
が
共
に
つ
く
る

「
自
然
・
ひ
と
・
文
化
が
共
に
つ
く
る  

き
ょ
き
ょ

ら
の
ら
の
郷郷シ
マ
シ
マ

」
の
実
現
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま

」
の
実
現
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
民
の

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
年
に
あ
た
り
、

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
年
に
あ
た
り
、

皆
様
の
今
年
一
年
の
ご
多
幸
と
益
々
の
ご

皆
様
の
今
年
一
年
の
ご
多
幸
と
益
々
の
ご

健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

　

市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
皆
様
に
は
、
お

　

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
皆
様
に
は
、
お

健
や
か
に
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

健
や
か
に
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

平
素
よ
り
、
奄
美
市
政
の
推
進
と
市
議
会

平
素
よ
り
、
奄
美
市
政
の
推
進
と
市
議
会

の
運
営
並
び
に
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

の
運
営
並
び
に
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
り
ま
す
こ
と
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

昨
年
は
、
日
本
国
内
で
観
測
史
上
最
高
気

昨
年
は
、
日
本
国
内
で
観
測
史
上
最
高
気

温
と
な
る

温
と
な
る
4141  

・・
０
度
を
観
測
す
る
な
ど
猛
暑

０
度
を
観
測
す
る
な
ど
猛
暑

日
が
続
き
、
与
論
島
を
始
め
南
部
大
島
で
は

日
が
続
き
、
与
論
島
を
始
め
南
部
大
島
で
は

一
昨
年
に
引
き
続
き
台
風
の
直
撃
を
受
け
、

一
昨
年
に
引
き
続
き
台
風
の
直
撃
を
受
け
、

家
屋
や
農
産
物
に
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

家
屋
や
農
産
物
に
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

反
面
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
や
「
和

　

反
面
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
や
「
和

食食  

日
本
人
の
伝
統
的
食
文
化
」
の
無
形
文

日
本
人
の
伝
統
的
食
文
化
」
の
無
形
文

化
遺
産
登
録
、
２
０
２
０
年
の
夏
季
オ
リ
ン

化
遺
産
登
録
、
２
０
２
０
年
の
夏
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
東
京
が
選
出
さ
れ
る
な
ど
嬉
し
い

ピ
ッ
ク
に
東
京
が
選
出
さ
れ
る
な
ど
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
奄
美
群

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
奄
美
群

島
祖
国
復
帰

島
祖
国
復
帰
6060
周
年
の
節
目
の
年
で
も
あ

周
年
の
節
目
の
年
で
も
あ

り
、
記
念
式
典
等
を
通
じ
、
群
島
民
が
一
丸

り
、
記
念
式
典
等
を
通
じ
、
群
島
民
が
一
丸

と
な
っ
て
新
し
い
時
代
を
築
き
上
げ
て
い
く

と
な
っ
て
新
し
い
時
代
を
築
き
上
げ
て
い
く

契
機
と
な
り
ま
し
た
。

契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　

我
が
国
経
済
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
個
人

　

我
が
国
経
済
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
個
人

消
費
が
底
堅
く
推
移
す
る
な
ど
、
景
気
は
緩

消
費
が
底
堅
く
推
移
す
る
な
ど
、
景
気
は
緩

や
か
に
回
復
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
足

や
か
に
回
復
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
足

元
を
見
ま
す
と
、景
気
は
な
か
な
か
上
向
か
ず
、

元
を
見
ま
す
と
、景
気
は
な
か
な
か
上
向
か
ず
、

国
や
県
と
の
格
差
は
大
き
く
、
雇
用
情
勢
は

国
や
県
と
の
格
差
は
大
き
く
、
雇
用
情
勢
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
年

　

本
年
33
月
末
で
奄
美
群
島
振
興
開
発
特

月
末
で
奄
美
群
島
振
興
開
発
特

別
措
置
法
が
期
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　カンボジアでは今でも地雷や

不発弾により、何の罪もない子

どもたちが手足を奪われ続けて

います。

　（財）カンボジア地雷撤去キャ

ンペーンでは、地雷被害を一刻

も早くなくすため、ご家庭にある

書き損じハガキ、未使用テレホン

カードなどを集めて換金し、毎年

地雷撤去団体へ寄付しています。

ハガキ 3枚で 1㎡の地雷原をク

リーンにできます。市内の小学校、

中学校でもハガキ回収を実施し

ています。地雷被害を減らすため

に、皆様の温かいご支援よろしく

お願いします。

●集めている支援品

①書き損じまたは未投函のハガキ

②未使用のテレホンカード

③未使用切手

●送付・お問い合わせ先

（財）カンボジア地雷撤去キャン

ペーン 092-833-7575

〒814-0002

福岡市早良区西新1-7-10-702

●後援　奄美市教育委員会

　 ※親子券は一般1名、高校生以下1名に限ります。
各プレイガイド：TSUTAYA名瀬店・セントラル楽器・じんのうち中央店
ブックス十番館・楠田書店・あまみエフエム・ゆいセンター・文化センター
主催：奄美市教育委員会・（財）奄美市開発公社 共催：学校法人東成学園「昭和音楽大学」
後援：(株)南海日日新聞社・(株)奄美新聞社・あまみエフエム・ディ！ウェイヴ・奄美テレビ放送(株)
お問合せ：奄美市教育委員会生涯学習課　52-1111（内1725・1726）

出演：ピアノ 萩原かおり　准教授
　　　テノール 松浦健　講師
　　　指揮  山舘冬樹　准教授
　　　ヴァイオリン 早稲田桜子　講師
　　　ピアノ 案野弘子　講師
　　　太鼓  西平せれな
　　　合唱  市民混声合唱団

昭和音楽大学＆市民混声合唱団による奄美群島日本復帰６０周年記念
コンサート“奄美きょら島「歓

よろこび

喜のコンサート」”のご案内

　奄美市教育委員会では、平成２６年度の市立幼稚園の
園児を募集します。
【募集期間】 随時（定員に達するまで。定員に達した以降

はキャンセル待ちとする。）
＊期間中、平日のみ。９：００から１７：００まで
募集受付場所：奄美市教育委員会　学校教育課
持ってくるもの：印鑑
【園児資格】
・５歳児（１年保育）……平成２０年４月２日から平成２１
年４月１日までに生まれた者で、奄美市に住所を有する者。
・４歳児（２年保育）……平成２１年４月２日から平成２２
年４月１日までに生まれた者で、奄美市に住所を有する者。
【募集定員】表のとおり

＊募集予定人数は、４歳児・５歳児の合計。
＊先着順とする。
【入園料】１人につき６，０００円
【保育料】１人につき６，１００円
【スクールバス】名瀬幼稚園のみ。
運行区域は名瀬小学校・奄美小学校・伊津部小学校校区。
（料金：１人につき、月額１，５００円）
【お問い合わせ先】
奄美市教育委員会学校教育課　 ５２－１１２８（直通）

幼稚園名 住所 電話番号 定員 募集予定
人数

名瀬幼稚園 名瀬幸町25番６号 52-0679 140人 52人
小宿小学校
附属幼稚園

名瀬平松町
397番地 54-0009 70人 40人
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【名瀬地区】

有料広告

郷土の益々の発展を祈念致します。

－設計・製作・施工－

営 業 種 目

代表取締役　平　勝利（奄美市名瀬大熊出身）
（社）葛飾法人会立石西支部 副支部長・関東常夏会 会長

関東地区輪内会 会長・東京名瀬会 副会長

〒１２４－００１２　東京都葛飾区立石２－３４－５
☎ （代）・FAX

東京都知事許可 (般 -23) 第 125571号 東京労働局長許可第18号・2号
社団法人日本クレーン協会東京支部会員　東京エレベーター工業協同組合会員

　泉　千尋（大熊）　　　中野　晴夫（仲勝）
　永井　裕志（宇宿）　　押川　光仁（大熊）

超高層ビル自動ゴンドラ、有人ゴンドラ、エレベーター、
ダムウエター、メンテナンス、改修工事、環境関連設備

有料広告

長浜

1～13番 元野　濵子
14～19番 春岡　仗子
20～ 26番 本田　真子
27～ 35番 大山　三津代

塩浜 1～ 7番・13～14番 宮島　まち子
8～12番・15～17番 田　正

矢之脇
4番・12～18番 千田　浩代
1～ 3番・5～11番・
19～ 25番 宮　重太郎

入舟 全域 里原　あけみ

金久
1～ 3番・7～11番・
15～18番 迫田　勝

4～ 6番・12～14番・
19～ 22番 渡辺　壽子

柳 7～13番 松下　一人士
14～ 23番 本田　照代

井根

1～ 5番 暁　浩昭
6～13番 佐藤　隆幸
14～19番 窪田　かなえ
20～ 26番 貴島　茂子

幸 1～13番 越間　里江
14～ 25番 屋宮　重藏

永田 全域 平　郁代

末広 1～10番 泉　弘子
11～18番 西　千賀子

朝仁新町
1～ 7番 加世田　カヨ
9～ 20番・23～ 25番 境　幸子
22番・26～ 46番 祷　和代

朝仁 全域 岩元　明美

平松
県道海側　市道東側 長谷川　しのぶ
県道海側　市道西側 要　トキエ
県道山側 池田　博子

浜里

県営3・5号棟
市営2・3・6・7号棟 原田　俊光

県営1・2・4号棟
市営1・5・8・9号棟 久保　洋子

三儀山　地区 村田　ユリ子
小宿 全域 荒田　利満
里 全域 西條　マサエ
知名瀬 全域 光　キヌ子
根瀬部 全域 行　勝代

久里
1～ 9番 叶　 枝
10～18番 俵　久子
19～ 24番 中原　恵子

石橋 11～ 21番 伊集院　律子

安勝 1～10番・14番 ・15番 亀井　いつ代
11～13番・16～ 30番 田中　チエ子

小俣

1～ 3番・6～ 8番 登　隆典
4番・5番・12～15番 窪田　富美子
9～11番・16～ 20番・
29番・30番 柿園　徹

21～ 28番 昇　ミヨ子

古田

１番・8～11番・
17～ 20番 谷村　いそ子

2～ 7番・12～13番 田　晃久
14～16番・21番・22番 清武　綾子

春日
1～11番 田原　美雪
12～16番 西田　そよ子
17～ 22番 金田　敬子

真名津

1～ 6番・7番（の4～ 7）
・17番・18番 名富　峯子

7番（4～ 7除く）～10番・
13の 7と14（エースマン
ション）・14～16番

窪田　末広

平田

7番山田団地・
真名津の19番 吉岡　和子

1～ 6番・8～10番 時　峯子
11～ 21番 竹田　久美子
22～ 30番 當　光二

伊津部勝 全域 竹下　さと子
西仲勝 全域 安田　利廣
小湊・
前勝

県道海側・前勝 東郷　はるみ
県道山側 松尾　博美

名瀬勝 全域 武田　吉子
崎原 全域 瀧田　龍也

港 1～12番 川畑　よつ子
13～ 26番 橋口　ミドリ

伊津部

1～5番・8～13番・18番・
19番 鮫島　幸子

6番・7番・14～17番・23番・
24番・29番・33番 林　いつき

20～ 22番・25～ 28番・
30～ 32番 中村　眞知子

小浜

1～ 8番・19番・20番 浜手　増美
9～16番・21番・32番・
33番 竹田　政茂

22～ 31番・34番 當田　綾子
17番・18番 松下　京子

佐大熊

2～ 5番・10～12番 惠　紘一郎
1番・6～ 9番 武田　俊樹
13～18番・22番・
24～ 26番 三井　學

19～ 21番・23番 川野　義克
鳩浜 全域 平山　淳子
大熊 全域 三浦　壽文
仲勝 全域（県営向里団地は除く）武原　政人
芦花部 全域 盛　タツ子
有良 全域 岩﨑　准子

浦上
1～18番 吉田　和代
19～ 39番 中井　絹枝
40～ 58番 壽　剛進

有屋 1～11番・28～ 32番 榮　越子
12～ 27番・33～ 38番 富　孝一

和光 全域 中山　京子

主任児童委員（名瀬地区）
金久 上堀内　ちあき
奄美 福山　八代美
伊津部 向井　扶美
【住用地区】
市 松下　輝美 石原 若志　ヤヨイ
戸玉 大木　信代 見里 都　八代美
山間－１ 潤井　みき子川内 山田　千代子
山間－２ 潤井　美登 東仲間・摺勝 福島　吉宏
中・下役勝 河野　幸代 城 松 　裕子
上 役 勝 河野　京子 和瀬 厚　芳勝
西仲間 和田　美智子

主任児童委員 福　敦美
元井　翠

【笠利地区】
里 惠　靖高 土盛 吉田　茂子
中金久 三井　光則 宇宿 久保　一子
外金久 栄　郁恵 城間・万屋 肥後　笑子
川上 城下　香織 和野 濵﨑　才仙
屋仁 中山　綱夫 節田 朝野　光代
佐仁１区 前田　和郎 平 丸田　茂雄
佐仁２区 竹田　洋二 土浜 濵田　慶三
用 塩崎　實子 用安 壽山　進
笠利１区 田畑　トシ子 喜瀬１区 福田　美恵子
笠利２区 中村　祥子 喜瀬２区 勢　ウノ江
笠利３区 榮　年男 喜瀬３区 里中　静男
辺留 松田　トヨミ 前肥田・打田原 岩元　重徳
須野 森　操 手花部 村田　要子
崎原 別府　良美

主任児童委員 南　俊子村田　和子
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平成２６年１月１９日（日）　午前９時００分市役所前スタート
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　狂犬病予防法により生後９１日以上の
犬には年１回の狂犬病予防注射が義務付
けられています。
　狂犬病に感染している犬に噛まれて、人が発症してし
まうと、ほぼ１００％死亡することが分かっています。犬
を飼われている方は、犬の登録と年１回の狂犬病の予防

注射を必ず行ってください。また、犬が死亡した場合は電
話連絡により抹消手続きができますので、担当課へご連
絡ください。

名瀬総合支所　環境対策課 52-1111　内線1243・1244
住用総合支所　市民福祉課 52-1111　内線 2102
笠利総合支所　市民課　　 52-1111　内線 3040・3041
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カンキツグリーニング病（CG病）調査の
お知らせとお願い

平成25年度街灯維持費補助金の交付申請について（名瀬地区）

平成２６年度　奄美市農業研修生募集

　本市ではCG病の侵入防止のため、住宅敷地に植え
てあるカンキツ類を対象にCG病調査を年2回行って
います。今回下記日程にてCG病調査を実施しますの
で、市民の皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いし
ます。
《調査内容》
　カンキツ類が植えてある住宅を任意に抽出し、
敷地内に立ち入らせて頂き目視にて調査します。

　感染が疑われる樹は検査用に枝葉を採取させて
頂く事があります。カンキツ類が植えてある住宅
については、およそ5年に1回調査が入ります。
【お問い合わせ先】
名瀬総合支所 農林振興課農政係
 52-1111（内線1408）
住用総合支所 産業建設課産業振興係
 69-2111（内線 2312）
笠利総合支所 産業振興課営農研修係
 63-1111（内線 3351）

　カンキツ類（たんかん、ポンカン、みかん等）の
病気で、感染すると数年後に木が枯れます。病気を
治す薬は今のところ無く、現在、徳之島以南（徳之
島、沖永良部、与論島、沖縄県 )で発生しています。
※その他、折り込みのチラシをご覧ください。

　平成26年 3月31日～平成 27年 3月30日までの1年間農業委員
の選挙に使用します。
＊ 申請のできる人　１０アール以上の農地で年間６０日以上、耕作の
業務を営んでいる人及びその同居の親族または配偶者並びに農業
生産法人の組合員または社員などが出来ます。
＊ 申請期間　平成２６年１月１日から平成２６年１月１０日までに各農
業委員会事務局に提出して下さい。
＊提出先及びお問い合わせ先
　名瀬総合支所　奄美市農業委員会　 52-1111
　住用総合支所　奄美市農業委員会住用分室 69-2111
　笠利総合支所　奄美市農業委員会笠利分室 63-1111
＊ 記入方法・申請書の記入事項はすべて平成２６年１月１日現在の状
況を記入して下さい。
　・耕作面積は世帯で実際に耕作している農地の合計を記入して下さい。
　・押印をお忘れなく！

　名瀬地区における平成 25年度街灯維持費補助金の交付申請の受
付を行いますので、次のとおり関係書類を添えて申請してください。
提出書類：・補助金交付申請書（用紙は下記受付場所にあります。）
　　　　    ・街灯の電気料金領収書の原本
持参いただくもの :①街灯の電気料金領収書の原本（コピー不可）
　（※ 平成 25年 4月以降のもので，4ヶ月以上分の電気料金が1灯

850円を超えるもの）②申請者の印鑑③申請者名義の預金通帳
　　※補助金は口座振込を行います。
受付場所：名瀬総合支所　市民協働推進課　市民協働係
　　　　　（別館1階・選挙管理委員会の隣）
受付期間：平成26年1月6日（月）～2月28日（金）
【お問い合わせ先】市民協働推進課市民協働係 52-1111（内線1737）

　本市において農業経営を希
望する者に、農業に関する基
礎的技術及び知識を習得させ
るため各種研修を実施し、将
来本市の中核的農家として自立
できる人材を育成することを目
的として、研修生を募集します。
【募集人員】 ６名以内（笠利営農支援センター４名以内、名

瀬農業研修センター２名以内を予定しています）
【申込期間】平成２６年１月６日（月）～平成２６年３月３１日（月）
【応募資格】
　（１） 農業を職業として選択し、かつ本市の重点振興品目の

栽培を希望する者で、自主的努力を基本に自立経営農
家をめざし就農意欲が高いと認められる者

　（２） 研修決定後に、奄美市に住所を有する者で、かつ普
通自動車運転免許を有する者。

　（３） 地域社会と融和し、中核的な担い手として地域の発
展に寄与できる者

　（４） １８歳以上５５歳以下の健康な者で、施設園芸新規参
入・新規就農希望者

　（５）自己資金等の条件が整っている者
　（６）身元保証人が１名いる者

【研修期間】平成２６年７月１日から１年間（予定）
【研修内容】
● 笠利営農支援センター（マンゴー、パッションフルーツ、
カボチャ等）
●名瀬農業研修センター（パッションフルーツ、カボチャ等）
　農業基礎講座による栽培理論研修、先進地視察研修、農
業経営及び流通研修、その他自立に向けた各種研修です。
【研修助成金等】
　研修実績により日額 4,500円を支給します。ただし、国の
青年就農給付金（準備型、年額150万円）の対象者に対する
重複支給はいたしません。
【研修時間】
　土曜日、日曜日、祝日及び12月29日から翌年1月3日ま
での日を除く午前8時 30分から午後 5時まで。（ただし、当
番の日や市長が必要と認めるときはこの限りではありません）
【お問合せ・申請書提出先】
　●奄美市笠利営農支援センター
　〒894-0624　奄美市笠利町須野1076番地
　　 0997-56-1085　 0997-56-1086
　●奄美市名瀬総合支所農林振興課研修係
　〒894-0773　奄美市名瀬朝戸1489番地 
　　 0997-52-1111（内線1898）　 0997-54-9618

調査日 場所 調査予定戸数
1月10日 (金 ) 笠利地区 171戸
1月14日(火 )～15日(水 ) 名瀬地区 282戸
1月16日 (木 ) 住用地区 45戸

農業従事者の皆さんへ　１月１０日は「農業委員会委員
選挙人名簿登載申請書」の提出期限日（必着）です。

《カンキツグリーニング (CG) 病とは》
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い
て
、
新
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に
墓
地
ま
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共
同
納
骨
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設
置
・
経
営
し
よ
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合
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受
け
る
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又
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。
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許
可
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墓
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ま
た
は
共
同
納

骨
堂
を
設
置
・
経
営
し
た
者
は
、
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り
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せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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ど
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に
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で
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。）

※ 

現
在
、
市
有
永
田
墓
地
に
つ
い
て
は
、
管

理
者
不
明
墓
地
の
調
査

を
行
い
、
使
用
者
の
整
理

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
新

規
利
用
者
の
受
付
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。

【
お
問
い
合
わ
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先
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名
瀬
総
合
支
所
環
境
対
策
課
墓
地
対
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新
規
に
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。
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。

提
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成
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金
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提
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所
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定
資
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税
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ー
１
１
１
１
（
内
線
１
１
０
６
）

 

○受付期間： 平成２６年２月３日（月）～平成２６年２月２８日（金）
 　 （土曜・日曜・祝祭日を除く）

○有効期限：平成２７年３月３１日まで
○業務内容： 建物の維持管理、機械類の保守管理、施設・

設備の保守管理、道路・水路等の維持管理、
収集運搬業務、公告及び会場設営、調査・研
究等、写真・映画、情報処理、介護等、借り上げ、
不要品売却、その他の業務など

※ 関係提出書類等については奄美市ホームページよりダウ
ンロードをするか、又は奄美市役所名瀬総合支所企画調
整課検査指導室にてお受け取りください。

〔奄美市ホームページ http://www.city.amami.lg.jp/
  ⇒市政情報 ⇒ 入札・契約⇒委託業務等入札情報〕
○提出方法：持参または郵送による。
　   受付票等が必要な場合は、返信用の封筒またはハガキを
宛先記入の上同封してください。

【提出先及びお問合せ先】
　　奄美市役所名瀬総合支所　企画調整課　検査指導室
　　 ０９９７－５２－１１１１（内線１３２８）

○受付期間：平成２６年２月３日（月）～平成２６年２月２８日（金）
    （土曜・日曜・祝祭日を除く）

○有効期限：平成２８年３月３１日まで
○業務内容： 文房具類、日用品、電化製品類、ＯＡ機器類、

事務機器類、写真・カメラ類、学校教材、音楽
教材、体育設備、印刷類、薬品類、塗料類、燃
料類、車両類、厨房機器類、室内装飾品類、農
業・建設機器類、医療・介護用品類、測量機械類、
消防機材類、雑品類、自動車検査など

※ 関係提出書類等については奄美市ホームページよりダウ
ンロードするか、又は奄美市役所名瀬総合支所企画調整
課検査指導室にてお受け取りください。

受付期間 ： 平成２６年１月６日～平成２６年２月２８日
 （土曜・日曜・祝祭日を除く）
受付時間 ：午前９時から１２時まで、午後１時から５時まで
受付場所 ： 奄美市名瀬総合支所　企画調整課検査指導室
 ０９９７－５２－１１１１（ 内線１３２７）
（注１）  申請書類は、記載内容を説明できる方がご持参ください。
　詳細・様式につきましては、奄美市役所名瀬総合支所の
企画調整課で受け取るか、奄美市ホームページの入札情報
をご覧ください。
〔奄美市ホームページ http://www.city.amami.lg.jp/
  ⇒市政情報 ⇒ 入札・契約⇒入札情報（建設等工事情報）〕
【お問い合わせ先】
　奄美市役所　名瀬総合支所　企画調整課検査指導室
　 ０９９７－５２－１１１１（内線１３２７）

平成２６年度入札参加資格審査申請書の提出について事業所の
みなさまへ

〔奄美市ホームページ http://www.city.amami.lg.jp/
  ⇒市政情報 ⇒ 入札・契約⇒物品入札情報〕
○提出方法：持参または郵送による。
　 受付票等が必要な場合は、返信用の封筒またはハガキを宛先
記入の上同封してください。

【提出先及びお問合せ先】
　奄美市役所名瀬総合支所　企画調整課　検査指導室
　 ０９９７－５２－１１１１（内線１３２８）



10

【住用保育所（11 月15 日）】

【市保育所（11 月13 日）】

住用地区　11月末人口　1,448人　802世帯（住民登録月報より）

　秋季全国火災予防週間の行事として住用町内の保育所園
児による防火パレードが実施されました。
　住用保育所と市保育所の園児達は各地区の集落内を元気
よく歩き、それぞれ火の用心を呼びかけ地域の人達から多
くの声援を受けていました。
　（なお、東城保育所は雨のため中止）

日　　時：平成26年１月26日（日）
         （・受付 8:30～ 9:00　・歩こう会（＋昼食）9:30～ 13:00）
実施場所：住用総合支所～市道三太郎線（旧国道）～高齢者コミュニティセンター
　①（通常コース：旧国道）住用総合支所前～三太郎峠～東城小学校前（16.6㎞）
　②（山道コース）　　　　 旧三太郎峠（神屋～東仲間）の間（9㎞）
　　　　　※途中三太郎茶屋跡に休憩所あり。
　　　　　※ 山道コースは中学生以上（保護者同伴厳守）　　　　　　　　　　

滑りにくい履物を各自で準備すること。
受　　付：受付は当日、住用総合支所（住用公民館）前にて行います。
参 加 費   ：300円（昼食・保険料込）
　　　　　※当日はおにぎりをご持参ください。（豚汁を用意しております。）
　　　　　※未就学児（保育園児等）の参加については、保護者同伴でお願いします。

※小雨決行です。
※ 到着後、高齢者コミュニティセンターより住用総合
支所前までマイクロバスで送迎いたします。
※ 当日のボランティアスタッフを募集
します。詳細は、下記にお問合せく
ださい。
問合せ先：住用総合支所地域教育課
　 0997-69-2111（内2223）

　年末年始の全国事故防止を広くお知らせしようと、奄
美警察署、交通安全協会住用支部、交通安全母の会の
皆さんのご協力で、交通安全運動期間中の12月10日（火）
に、旧住用総合支所前の路上にて啓発チラシを配布する
などキャンペーンを実施し、飲酒運転の根絶やシートベ
ルトの着用を呼びかけました。

【コース図】
・休憩・トイレ

・三太郎茶屋跡地
・休憩・給水
・トイレ
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【左から西加くん・濱口くん・榮くん】

【一番右が里くん】

　第26回全日本小学生相撲優勝大会が、12月８日（日）
東京両国国技館において開催されました。
　住用相撲クラブからも小学４年生の部で、榮龍征くん
（龍瀬小）、西加陽斗くん（知根小）、濱口颯翔くん（朝日小）
が、また小学５年生の部で、里海斗くん (緑ヶ丘小）が
それぞれ個人戦に挑みました。
　全国の各ブロックを勝ち上がってきた強豪が並みいる
中、惜しくも１回戦で敗退しましたが５年生の部で里く
んが健闘。続く４年生の部で榮くん（第３位）、西加くん（ベ
スト８）、濱口くん（ベスト16）と、こちらも健闘いたし
ました。
　2020 年東京オリンピック
の開催年に、鹿児島では国
体が開催されます。奄美市
では相撲競技が開催される
予定で、その頃高校生であ
る彼らは鹿児島代表を目指
して日々頑張っています。

　１月は、市県民税の第４期並びに国民健康保険税・後期高
齢者医療保険料及び介護保険料の第７期分の納期となってい
ますので納期内に納付していただきますようよろしくお願い
いたします。
　また、未納分と過年度滞納分の市税についても当日会場で納
めることができますので市民の皆様の御協力をお願いします。

午前 午後
１月28日
（火）

市・戸玉、見里・摺勝、
西仲間・石原

山間・上役勝、
川内・東仲間、城・和瀬

※当日の詳しい徴収時間につきましては、改めまして集落の放
送等でご案内させていただきます。

※ごみ出しは８時30分までに収集場所へ

　12月1日から3年間の任期で住用地区の民生委員が委
嘱されましたのでお知らせします。
　集落別の民生委員については、５ページをご覧ください。

新しい民生委員が決まりました
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笠利地区　11月末人口　6,124 人　3,104世帯（住民登録月報より）

奄美群島日本復帰60周年記念
第 22回奄美市笠利まちおこしフェスティバル開催
～ふれあい・学び合う・心豊かなまちづくり～

奄美群島日本復帰60周年記念　平成25年度かさりンピック
第 52回奄美市笠利町内一周駅伝競走大会

～節田Ａが18年ぶりに優勝～
　12月１日（日）四大行事の最後を締めくくる第52回笠利町内一
周駅伝競走大会が開催されました。
　沿道や中継地点で多くの住民が声援を送るなか、各区間で安定
的な強さを見せ、節田Ａが18年ぶりに優勝しました。
　結果は次のとおりです。
団体の部 Ａクラス　優勝 節田Ａ ②赤木名Ａ　③笠利Ａ
 Ｂクラス　優勝 屋仁 ②佐仁 　   ③節田Ｂ
区間成績（★は新記録）
１区　①大川菜々子（赤木名Ａ）07:17 ②平島美来（屋仁） ③山田弓（緑が丘）
２区　①南美空翔（佐仁）　　　16:00 ②西島礼朗（笠利Ｂ）  ③日高諒（笠利Ａ）
３区　①大石昌輝（節田Ａ）　　 17:46 ②中村明（笠利Ａ） ③里建一郎（赤木名Ａ）
４区　①俣川祐輝（笠利Ａ）　　 16:19 ②山田武流（節田Ａ） ③牧野圭一郎（赤木名Ａ）
５区　①前島留以（赤木名Ａ）　 13:42 ②諏訪伸久（屋仁） ②池田卓広（節田Ａ）
６区　①今里咲輝 （赤木名Ａ）　  07:25 ②浜田真句（節田Ａ） ③大山菜々花（節田Ｂ）
７区　①奥大一郎（節田Ａ）　　 10:13  ②大崎拓海（笠利Ａ） ③前島秀一（赤木名Ａ）
８区　①熊本春樹（佐仁）　 　   08:15 ②榮友次郎（節田Ａ） ③川上汰樹（笠利Ｂ）
９区　①榮友一（節田Ａ）　　     07:47 ②野島秀伸（赤木名Ａ） ③和田利郎（緑が丘）
10区　①里山心（赤木名Ｂ） 　   07:07 ②基涼太（節田Ｂ） ③福田駿介（節田Ａ）
11区　①元由香莉（赤木名Ａ）    07:23 ②野島未菜（赤木名Ｂ） ③平島亜衣里（屋仁）
12区　①中田優（赤木名Ａ）　    15:30 ②濵﨑祐人（節田Ａ） ③中村太郎（笠利Ａ）
13区　①愛智広（節田Ａ）　        09:02 ②常田誠（笠利Ａ） ③原永智晴（赤木名Ａ）
14区★①濵崎優汐（赤木名Ａ）    08:31 ②中山和希（屋仁） ③山田智菜美（節田Ａ）
15区　①重野竜太（赤木名Ａ）    25:57 ②山田三貴也（節田Ａ） ③上村広大（宇宿）
新人賞　○大石　昌輝（節田Ａ）○濵崎　優汐（赤木名Ａ）
特別功労賞　○比地岡祐二（屋仁）25回出場
○平島祐樹（屋仁）20回出場　○本間泰伸（節田）15回出場
○原永功大（手花部）10回出場　○濵﨑祐人（節田）10回出場
いきいき健康家族賞
○諏訪伸久・朱音・智也（屋仁）○平島祐樹・亜衣里・未来（屋仁）
○和田利郎・拓己・走太（緑が丘）○平俊也・建泰・勝範　（手花部）
躍進賞　佐仁

　12月８日（日）太陽が丘総合体育館で第22回奄美市笠利ま
ちおこしフェスティバルが開催されました。
　商工部門、いきいき健康部門の表彰や意見発表（教育活動部
門、文化活動部門、産業振興部門）、かさりっ子郷土芸能発表・
大島北高等学校（学校紹介、ダンス同好会、北大島太鼓部）に
よる活動発表、朝花節大会等が開催され、たくさんの人々で賑
わいました。
【産業振興の部】○商工部門　平　井子（節田）
【いきいき健康の部】
　○8020運動推進事業（80歳で20本以上の歯を保っている方）
　　和田　昭穗（打田原） 和田　妙（打田原）
　　西　正子（佐仁１区） 東條　美代（中金久）
　○むし歯ゼロ（小学校６年生・中学校３年生が対象）
　　赤木名小学校 ・池田　朱寧・今里　武之介・川原　満緒
  ・川畑　宥莉・栄　瑠季乃・里　啓佑
  ・髙井　道人・西　愛海・仁禮　春奈
  ・重井　悠・脇田　治樹
　　佐仁小学校 ・安田　悠里
　　笠利小学校 ・喜入　大地・日高　拓海・若林　果鈴
　　赤木名中学校 ・城下　佑之介・武田　海喜・中　梨乃
　　笠利中学校 ・松元　拓哉・喜入　あさひ・積　みずき
　○ミニ人間ドック（特定健診）受診率ベスト３
　　打田原集落、佐仁１区集落、和野集落
【第19回朝花節大会】
　○小中学生の部 最優秀賞　辻　美里（名瀬平田町　名瀬中２）
  優秀賞　平島　亜衣里（屋仁　赤木名中３）
  奨励賞　中　梨乃（外金久　赤木名中３）
　○一般の部 最優秀賞　川口　成美（万屋）
  優秀賞　笠利　ひさな（笠利１区　大島高校２）
  奨励賞　藤田　晶（笠利3区　大島高校１）

　喜瀬二区集落ではこの度、一般コミュニティ助成事業を活用
し、空調設備、音響設備一式、液晶デジタルテレビ、会議用テー
ブル（座卓兼用）、折りたたみ椅子、などの様々な備品を、宝く
じの助成金で整備しました。
　これにより、今後の集落活動の充実が図られ、益々の集落活
性化につながるものと期待いたしております。
※一般コミュニティ助成事業……財団法人自治総合センターが
実施する宝くじの社会貢献広報事業であり、地域住民が行うコ
ミュニティ活動に直接必要な備品等の整備に対して助成を行
い、コミュニティ活動の促進、自治意識の向上を図るものです。

【問い合わせ先】
　市民協働推進課　℡52-1111（内線1737）

【液晶テレビ】

【音響設備】

【空調設備】

【会議用テーブル】【折りたたみ椅子】
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大
阪
Ｕ
Ｓ
Ｊ

さ
あ
出
発
！

「
そ
食
」
で
昼
食

　

２
０
１
４
年
も
大
島
北
高
校
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
謹
ん
で

新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
一
年

間
「
ふ
る
さ
と
の
学
舎
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
生
徒
の

日
ご
ろ
の
学
校
生
活
や
活
動
・
行
事
な
ど
を
中

心
に
情
報
を
発
信
し
、
地
域
に
密
着
し
た
開
か

れ
た
学
校
を
目
指
し
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

◇
第
31
回
笠
利
一
週
遠
行

　

11
月
8
日
金
曜
日
、
第
31
回
笠
利
一
周
遠

行
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
絶
好
の
遠
行
日
和
の

中
、
全
行
程
19
㎞
の
道
の
り
を
生
徒
162
名
と
職

員
が
、
ふ
る
さ
と
笠
利
の
景
色
を
ゆ
っ
く
り
と

眺
め
な
が
ら
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
ま
し

た
。
昼
食
時
間
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
持

参
し
た
弁
当
を
仲
間
た
ち
と
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
員
が
制
限
時
間
内
に
学

校
へ
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
そ
食
の
日

　

全
校
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
粗
食
の

日
」
を
11
月
22
日
に
行
い
ま
し
た
。
今
回
２

回
目
と
な
っ
た
粗
食
の
日
で
は
、
昼
食
に
食
べ

る
も
の
は
、
お
茶
と
白
ご
飯
と
お
漬
け
物
だ

け
で
す
。
食
べ
盛
り
の
高
校
生
に
は
、
ち
ょ
っ

と
大
変
な
一
日
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
、「
食
」
の
あ
り
が
た
さ
に
日
頃
の
贅

沢
さ
と
、
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き

る
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
く
笑
顔
で
食
べ

て
い
ま
し
た
。

◇
修
学
旅
行

　

12
月
３
日
か
ら
３
泊
４
日
の
日
程
で
２
年
生

が
、
大
阪
と
京
都
へ
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
出
発
の
日
か
ら
天
候
も
良
く
、
体
調
の

悪
い
生
徒
も
な
く
出
発
。
１
日
目
は
大
阪
城

公
園
、
２
日
目
は
自
主
研
修
を
京
都
で
行
い
、

各
班
で
事
前
に
計
画
し
た
コ
ー
ス
を
巡
り
ま
し

た
。
３
日
目
は
Ｕ
Ｓ
Ｊ(

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス

タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン)

で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。
４
日
目
の
昼
に
は
、
奄
美
空
港
へ
全
員
が

無
事
に
到
着
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
は
、

疲
れ
た
表
情
の

中
に
も
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
た

笑
顔
が
あ
り
ま
し

た
。

No.168 ※

◀
大
阪
城
公
園

◀
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

◀ 

お
に
ぎ
り
を
味

わ
い
な
が
ら

　下記のとおり、笠利地区での説明会を開催いた
します。
　当日は、希少動植物の保護の重要性や世界自然
遺産登録に向けた取り組み等を詳しく説明いたし
ますので、多くの皆さんのご参加をお待ちしてお
ります。

　日程・時間等が変更となりましたら集落放送に
てお知らせいたします。

【問合せ先】市役所環境対策課　世界自然遺産推進室
ＴＥＬ５２－１１１１（内１２４１）

　

12
月
1
日
か
ら
3
年
間
の
任
期
で
笠
利

地
区
の
民
生
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

集
落
別
の
民
生
委
員
に
つ
い
て
は
、
５

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ Ｈ25年８月号～12月号の「ふるさとの学舎」のナンバリングが誤っていたため、今月分より
正しい番号に修正いたしました。

世界自然遺産登録についての説明会
（笠利地区）

新
し
い
民
生
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

日時 会場 対象地区

１月１５日
（水）
午後２時～

節田（節田
生活館） 節田地区 和野，節田，

平，土浜
喜瀬（喜瀬
１区公民館）緑が丘地区

用安，喜瀬
１・２・３区

１月１６日
（木）
午後２時～

笠利
（大笠利文化
センター）

笠利地区
佐仁地区

佐仁１・２区，用 ,
笠利１・２・３区 ,
辺留，須野，
崎原

宇宿（宇宿
生活館） 宇宿地区 土盛，宇宿，

城間，万屋

１月１７日
（金）
午後２時～

赤木名
（奄美市
笠利公民館）

赤木名地区
屋仁地区
手花部地区

里，中金久，
外金久，
手花部，前肥田，
打田原 ,川上，
屋仁
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今月の保健師さん

徳永　明子さん

【日時】平成26年2月2日（日）午後2時～4時10分（受付１時30分～）
【場所】奄美市名瀬公民館
【内容】 ○元気ハツラツ地域健康教室の紹介
 ○講演会
 「老いてこそ夢に挑めー健康長寿そして認知症予防へ」
 講師　名古屋学芸大学大学院教授　下方浩史
【参加費】：無料
【主催・お問い合わせ先】
奄美市名瀬地域包括支援センター　電話52-1111（内線1695・1694）
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－無煙たばこ・スヌースの健康影響について－

【お問い合わせ先】奄美市健康増進課　 52-1111

　大切な子どもや家族の命を守るために、奄美

地域の救急医療について、みんなで考えてみま

せんか！来場者には素敵な粗品を進呈します！！

是非ご来場ください。

日時：平成２６年２月９日（日）１３時～１６時半（１２時半開場）

場所：奄美文化センター（入場無料）

内容： ・講演「奄美地域の救急医療を考える」
 講師　鹿児島県立大島病院長　眞田　純一　氏
・パネルディスカッション
「地域で支える救急医療　～安心・安全なまちづくりに向けて～」
　パネリスト：地域医療関係者、住民代表等
※ 住民代表のパネリストとして唄者の西　和美さんも参加します。
【問い合わせ先】

　県庁地域医療整備課　 ０９９－２８６－２６５３

　大島支庁健康企画課（名瀬保健所） ０９９７－５２－５４１１

　冬期の献血が下記の日程で行われますので、みなさ
まのご協力をお願いいたします。

【お問い合わせ先】　
奄美市健康増進課　 ５２－１１１１（内線１１４１）

平成 25 年度　奄美大島地区　冬期献血日程
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　右記のとおり運動教室を開催いたします。
自分にできそうなもの、興味あるものを体
験して、続けられる運動見つけませんか！？
【対象者】40～ 69歳の奄美市民
　　　　各教室20人
　（複数申し込み可・定員に達し次第募集終了）
【申し込み方法】1月16日（木）までに、氏名・住所・
連絡先・希望教室をＦＡＸまたは電話にてお申し込み
ください。
【申し込み先】奄美市国保年金課・健康増進課
　 ５２－７４１４　 ５２－１１１１（内1174･1142）
【駐車場】水道課駐車場をご利用ください。
※ 各教室とも動きやすい服装で、室内用シューズをご
持参ください。

　特定健診を受診されていない定期通院治療されてい
る方々に、情報提供のお願いを１０月に郵送しました。
（協力できる病院に通院している人）
　これは、通院治療時に特定健診で行っている検査項
目を追加し、特定健診と同じようにいろいろな病気の
発見を行おうとするものです。まだ
お手元にある方は、質問票をご記
入の上、医療機関に提出し（要予
約）、健康チェックを行ってくださ
い。（H26.2.28まで）

　人間ドックは、毎年予算の範囲で行っ
ております。今年度ご利用できない方
は、次年度（4月以降）の申し込みを
お願いいたします。

１.さあ、今年は体を動かそう！～運動教室のご案内～
《教室1～正月の脂肪・膝・腰の痛み、おさらば体操～》
平成26年1月18日（土）
時間：１３：３０～１５：３０（受付時間：１３：００～）
場所：奄美市保健センター

《教室2 ～魅惑の体操　太極拳　やってみよう～》
平成26年1月25日（土）
時間：１３：３０～１５：３０（受付時間：１３：００～）
場所：奄美市保健センター

《教室3 ～体質がかわる、こころのバランスにもいい
 あなたにもできるヨガ～》
平成26年1月26日（日）
時間：９：３０～１１：３０（受付時間：９：００～）
場所：奄美市保健センター

２.情報提供への協力のお願い ３.人間ドックについてのおしらせ

～地域で行っている体操教室の指導者の方々へ～
　教室参加者に、今後地域で参加できる教室をお知らせしたいと思います。地域で行っている運動教室等の情報
をＦＡＸにて教えてください。（教室名・内容・場所・連絡先など）
　 ５２－７４１４　国保年金課あて

【お問い合わせ先】　
奄美市国保年金課国保年金係
 ５２－１１１１（内線1174）

感染性胃腸炎（ノロウイルス）の予防について
　毎年冬場にかけてノロウイルスによる感染性胃腸炎が
流行します。
　ノロウイルスは感染力が非常に強く極少
量のウイルスで感染します。
　感染経路は、経口感染で感染者の嘔吐物
や便を介しての感染が多くみられます。
　ウイルスは患者が回復しても1週間程度は便中に排泄
されますので注意が必要です。
　主な症状として嘔吐、下痢、腹痛、発熱があります。
　健康な方は軽症で回復しますが、子どもや高齢者は、
重症化することがありますので注意が必要です。

予防対策
　予防として最も大切なのが手洗いとうが
いです。
　また、牡蠣などの二枚貝から感染が始ま
ることが多いため、調理の際はしっかりと

加熱するように心がけましょう。
感染性胃腸炎の症状がみられる場合は触れたものや身の
まわりの物を消毒することも重要です。

消毒方法
　ノロウイルスにアルコール消毒は効果がありません。
消毒する際は塩素系漂白剤で消毒します。

《塩素消毒の方法》
　家庭用の塩素系漂白剤を水で薄めて、食器
の消毒や拭き取り等に使用します。６％の一
般的な塩素系漂白剤の場合は、水３ℓに、塩
素系漂白剤10 mlとなります。製品によって、
濃度が異なる場合がありますので、使用上の
注意を確認してください。

【お問い合わせ先】　
奄美市健康増進課予防係　 52ー１１１１（内線１１４２）
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　「奄美市ふるさとを興す女性会」
は、私達が直面している食生活、少
子化と子育て及び高齢化問題、地球
環境問題、犯罪や災害の多発、日本
経済・地域経済の低迷などの多種多
様な課題を真摯に受け止め、生涯学習の実践をとおして、
生き甲斐のある人生と潤いと活力のあるまちづくりの実現
をめざして、第７回奄美市ふるさとを興す女性大会を開催
します。
　多くの方の参加をお待ちしております。
主催： 奄美市ふるさとを興す女性大会実行委員会
 奄美市　奄美市教育委員会
後援： 南海日日新聞社  奄美新聞社　奄美テレビ放送
 あまみエフエム ディ！ウェイヴ
協力： 「奄美市ふるさとを興す女性会」加盟１２団体
日時：平成２６年２月９日（日） １３：１０～１６：１０
会場：名瀬公民館ホール
参加者：奄美市女性団体関係者　奄美市民 

日程 ： （１）受付 １２：３０～１３：１０
 （２）オープニング １３：１０～１３：３０
 （３）開会行事 １３：３５～１３：５０
 （４）シンポジウム １３：５５～１５：０５
 ＊ コ－ディネ－タ－　奄美市ふるさとを興す女性

大会実行副委員長　春岡　仗子
 ＊シンポジスト
 ①奄美市環境対策課環境保全係長　宅間　道和
 ②本場奄美大島紬協同組合女性部会　本田　涼子
  ③ 調理師・奄美郷土研究会会員・奄美市文化財

保護審議会委員　泉　和子
    （５）講演　１５：１０～１６：００
 講師：前奄美大島商工会議所会頭  浜崎幸生氏
 演題：「 奄美経済の展望～これでいいのか奄美経

済の現状と対策～」  
 （６）閉会行事　１６：０５～１６：１０

【問合せ先】奄美市ふるさとを興す女性会事務局
 　　（教育委員会生涯学習課内）
 　　  ５２－１１１１（内線１７２５） 
 　　  ５３－９５０１



奄美海洋展示館　 ５５- ６０００

18

- 奄美少年自然の家事業案内 -

期日：平成２６年１月２５日(土）～２６日（日）〔1泊2日〕
参加対象：小学校 4年生～高校3年生まで
内容： テント泊，野外炊さん，さとうきび搾り体験，黒糖作り体験等
参加料： 2,000円程度（食費，材料代等）
申込方法：参加申込書及び保護者承諾書を提出してください。

期日：平成２６年２月１日(土）
参加対象：幼児から一般，親子での参加も歓迎します。
内容： さとうきび搾り体験や黒糖作り，黒糖を使ったおやつ作り体

験をします。（参加料： 無料）
申込方法：事前申込みの必要はありません。

期日：平成２６年２月９日(日）
参加対象：幼児から一般，親子での参加も歓迎します。
内容：七宝焼でキーホルダーやアクセサリーを完成させます。
参加料： 材料代が，作品によって異なりますので，詳しくは，少年

自然の家までお問い合わせください。
申込：電話で、少年自然の家まで直接申し込んでください。

申込先：県立奄美少年自然の家
53－1032 　 53－1033

詳しくは、県立奄美少年自然の家ホームページを御覧ください。

【ダイバーさんによる水槽の掃除】

 奄美少年自然の家 検索

知っておきたい検察審査会 
～検察審査員に選ばれたらご協力を！～

　交通事故、詐欺などの被害にあったのに、
検察官がその事件を裁判にかけてくれない、
どうも納得がいかない。
　このような人のために検察官のした不起訴
処分が正しかったかどうかを審査する「検察審査会」があります。
　検察審査会は選挙権を持つ人の中から「くじ」で選ばれた11人
で組織されます。
　検察審査員は、毎年3・6・9・12月に選ばれ、任期は6か月間です。
検察審査員の仕事は、一般の常識で判断でき、法律などの専門的
な知識は必要ありません。
　あなたも、いつか検察審査員に選ばれることがあるかもしれませ
ん。選ばれた時には、一般市民の代表としてご協力をお願いします。
お問い合わせは、鹿児島検察審査会事務局
　鹿児島市山下町１３－４７鹿児島地方裁判所内
　℡ ０９９－８０８－３７１９　まで

【12月の大掃除の様子】
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牛・豚・山羊・鶏（鳥類）などの家畜の飼養者は
毎年１回県への報告をお願いします！

ふるさとの道サポート推進事業を実施しています
　鹿児島県では、県管理道路において清掃や
美化活動を行うボランティア団体等に支援を
行っています。ボランティア団体等（ふるさと
の道サポーター）は、美化活動を行う際に「の
ぼり旗」を立てるなど事故予防に努めておりま
すが、ドライバーの皆様も、活動中のボランティ
ア団体の近くではスピードを落とすなどの安全
運転をお願いいたします。
　『ふるさとの美しい道をきれいにする活動へ
のご理解ご協力をお願いいたします』
【ふるさとの道サポート推進事業について】
趣旨： 地域住民等による県管理道路の清掃美化活動を推

進するため、ボランティア（ふるさとの道サポー
ター）の活動を支援します。

支援対象： 県管理道路の一定区間（100m以上）において、
日常的な管理を行うとともに、年2回以上　の
定期的な草刈りや花壇・植栽帯の手入れ等を
行う団体や個人

※ 詳しくは「大島支庁建設部建設課管理係」へお問い合
わせください。
〒８０４－８５０１　奄美市名瀬永田町１７－３
大島支庁建設部建設課管理係
（ ５７－７３３２ ５７－７３６２　中村）
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　家畜伝染病の「口蹄疫」や「高病原性鳥インフルエンザ」
の発生を受け、愛玩目的を含めて家畜を１頭（羽）でも飼養
している方は、その飼養状況などを毎年１回県へ報告すること
が家畜伝染病予防法で義務化されました。
○対象者／牛、水牛、鹿、馬、めん羊、山羊、豚、いのしし、鶏、あひる、
うずら、きじ、だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥を飼養する方

○報告内容としては、
１．基本情報（規定の様式に記載します）
２．飼養衛生管理基準の遵守状況
　　（１） 飼養衛生管理の遵守状況
　　（２）  農場の敷地の平面図等（衛生管理区

域や消毒施設の設置箇所を明示）
　　（３） 埋却地の確保状況

（１） 家畜の所有者 (管理者）の住所・氏名又は名称
（２） 農場の住所等
（３） 家畜の種類及び頭羽数等
【お問い合わせ】
名瀬総合支所農林振興課 52-1111（内線1408）
住用総合支所産業建設課 69-2111（内線 2313）
笠利総合支所産業振興課 56-1085（営農支援センター）

牛2頭以上､ 豚・山羊6頭以上、鶏 (鳥類 )100羽以上
の飼育者は、下記の内容も提出することとなります
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１～２月相談日のお知らせ（派遣相談）　※必ず電話予約が必要です。
・１/　９（木）清水　沙知　弁護士　（午後1時～4時半）
・１/１６（木）正込　健一朗　弁護士（午前9時半~11時半）
・１/２３（木）中山　和貴　弁護士　（午前11時～12時,午後1時～3時半)
・２/１３（木）大倉　克大　弁護士　（午後1時～4時半）
・２/２０（木）鈴木　穂人　弁護士　（午前9時半～11時半）
・２/２７（木）永山　一秀　弁護士　（午前11時～12時,午後1時～3時半）
多くの方にご利用していただきたいので、原則ひとり年１回とさせていただきます。

【日時】：平成２6年１月１５日（水）１３：００～１７：００
（１３：００～着付け教室 /１５：００～写真撮影
  １５：１０～街歩き・お茶 /１６：１０～着替え /１６：４０～アンケート）
【場所】ＡｉＡｉひろば３階【道具】タオル３枚（補正用）、洗濯ばさみ３つ
【参加料】１，５００円（お茶代込）※要予約

【お申込み先】奄美大島観光物産協会（事務局：奄美市紬観光課）
 ５２－１１１１（内線１４３７）

◎譲りますコーナー (新規登録と前回までの登録）H25年 12月５日現在

※前回までの登録品

◎求めますコーナー

寄 

附　

 

次
の
み
な
さ
ま
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
芳
名
を
記
載
い
た
し
ま
す
。

●
香
典
返
し
（
名
瀬
）  

 

亀
山　

タ
エ
子
様 

（
小
湊
） 

亡
夫 

亀
山　

良
美
様

幸　

ウ
ツ
エ
様 

（
長
浜
） 

亡
夫 

幸　

久
利
様

圓　

順
次
様 

（
浦
上
） 

亡
父 

圓　

貞
次
様

城　

泰
夫
様 

（
永
田
） 

亡
母 

城　

千
鶴
様

久
永　

ア
キ
エ
様 

（
平
田
） 

亡
夫 

久
永　

義
輝
様

丸
田　

貴
久
様 

（
柳
） 

亡
父 

丸
田　

俊
和
様

東
郷　

信
達
様 

（
崎
原
） 

亡
父 

東
郷　

義
忠
様

●
香
典
返
し
（
笠
利
）

重
井　

リ
ツ
子
様 

（
中
金
久
） 

亡
夫 

重
井　

直
武
様

山
田　

順
一
様 

（
中
金
久
） 

亡
母 

山
田　

リ
エ
子
様

伊
地
知　

龍
子
様 

（
外
金
久
） 
亡
夫 

伊
地
知　

正
様

池
田　

リ
キ
子
様 

（
土
盛
） 

亡
夫 

池
田　

正
美
様

伊
東　

辰
三
様 

（
土
盛
） 

亡
妻 
伊
東　

ス
エ
様

榮　

輝
久
様 

（
笠
利
1
区
） 亡
母 
榮　

キ
ヨ
カ
様

南　

勝
也
様 

（
川
上
） 

亡
母 

南　

ナ
ツ
エ
様

諏
訪　

一
男
様 

（
屋
仁
） 

亡
子 

諏
訪　

隆
行
様

●
香
典
返
し
（
住
用
）

重
田　

初
美
様 

（
見
里
） 

亡
母 

都　

菊
枝
様

●
一
般
寄
附
（
名
瀬
）  

 

だ
っ
こ
ち
ゃ
ん
様

古
田
郵
便
局
様
（
募
金
箱
）

て
ぃ
だ
っ
こ
様

奄
美
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
名
瀬
支
部
様

【お問い合せ・予約先】　市民協働推進課市民生活係
　　　電話：５２ー１１１１  （内線１７１５）

「訪問看護基礎講座～伝えます！
訪問看護の魅力～」のご案内

日時：2月1日（土）10:00～ 16:30
　　　　　　　　(受付は9:30～ )
場所：大島郡医師会病院　3階講堂
　　　(奄美市名瀬小宿3411)
講師：上野 まり 氏（公益財団法人 日本訪
問看護財団 事業部長＆認定教育課程長）
内容： 訪問看護基礎講座～伝えます！

訪問看護の魅力～
①訪問看護の歴史および制度②社会
に求められている役割と協働③訪問看

護過程④訪問看護過程の展開（演習）
⑤訪問看護師の自己教育方法につい
て（質疑応答）
対象：看護職の資格を有する方
〔現在訪問看護に従事している方はも
ちろん、関心のある方や看護業務から
しばらく遠ざかっている方など〕
（定員80名。定員に達し次第締め切り）
参加費：無料（※昼食各自持参）

参加申込先： 大島郡医師会在宅医療
連携支援センター

（℡0997-55-6381もしくは55-6382）
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【名瀬公民館】
＊『まほろ駅前狂騒曲』
　／三浦　しをん
＊『弁当男子』／池田　將友
＊『おはなしトンネル』／中野　真典
＊『おおきなねことちいさなねこ』
　／石黒　亜矢子
＊『性教育の絵本』
　／シルビア・シュナイダー

・・・ほか
【金久分館】
＊『千思万考』／黒鉄　ヒロシ
＊『アラフォー独女あるある！図鑑』
　／牛窪　恵
＊『ばななせんせい』／得田　之久

・・・ほか

【四谷分館】
＊『あまちゃんメモリーズ』
　／　飯窪　成幸
＊『リンちゃんなう！』／Sezu
＊『イカサマライフゲーム』
　／一歳　椿

・・・ほか

【伊津部分館】
＊『疾風ロンド』／東野　圭吾
＊『ずーっと猫と遊ぼう！』
　／小泉　さよ
＊ 『トーマスのポケットえほん』シ
リーズ／ウィルバート・オードリー

・・・ほか

【移動図書館車】
＊『ぐりとぐら』シリーズ
　／中川　季枝子
＊『はらぺこあおむし』
　／エリック・カール

・・・ほか

場所： 奄美市名瀬公民館ホール

 午後 7時～

１月の上映作品

「オペラの怪人」1943年／ｱﾒﾘｶ

…１月11日（土）

お問い合わせ先：

奄美市名瀬公民館　 52-1816

入場無料！！

※主催者の都合により、開演時間･入場方法等が変更になることがあります。
　お問合わせは、それぞれの主催者へお願いいたします。
〒894－0036 鹿児島県奄美市名瀬長浜町５１７番地　奄美振興会館 TEL:54-1211 FAX:52-6852

※ お問い合わせ　　奄美パーク・奄美の郷 TEL： 55-2333　田中一村記念美術館 TEL ：55-2635
※ 都合により日程や時間が変更になることがあります。※ 開園時間は9:00～18:00です。（7・8月は～19：00）
※１月の休園日は１５日（水）です。（１２月３０日～１月３日は開園）
※平成２３年４月より年間パスポートを導入致しました。（大人1,200円・高大生800円・小中生600円）
　２回分の料金で、発行日より１年間有効。ケンムンシール６個（＝６回入館）で、プレゼント贈呈

※上記の健診場所は奄美市保健センターです。
※笠利地区・住用地区については、各地区のページをご覧ください。

※都合により日程や時間が変更になることがあります。AiAi ひろば TEL: 52-1778
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　朝山奄美市長の過去１ヵ月における主な動静を紹介

するコーナーです。

■
今
年
の
流
行
語
大
賞
に
「
じ
ぇ
じ
ぇ

じ
ぇ
」（
他
３
点
）が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、

奄
美
に
も
「
ハ
ゲ
ー
」
と
か
「
〜
っ
ち

ば
」「
〜
っ
ち
ょ
ね
」
ナ
ド
ナ
ド
、
独

特
な
方
言
が
あ
る
わ
け
な
ん
で
、
い
つ

か
流
行
語
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
…
っ
て
、
ワ

タ
シ
の
フ
ィ
ア
ン
セ
が
言
っ
て
ま
し

た
。（
笑
）（
24
歳
女
性
）

■
街
の
整
備
を
早
く
進
め
て
く
だ
さ

い
。
ス
ー
パ
ー
も
な
く
な
り
活
気
が
あ

り
ま
せ
ん
。
建
物
も
次
々
建
っ
て
ほ
し

い
…
。（
51
歳
女
性
）

■
去
年
（
平
成
25
年
）
私
の
小
さ
な

願
い
が
一
つ
叶
い
ま
し
た
。
本
年
も
目

標
を
か
か
げ
、
年
相
応
、
努
力
を
か

さ
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。
頑
張
れ
…
お

れ
!!
（
71
歳
男
性
）

■
カ
サ
リ
ン
チ
ュ
、
大
ブ
レ
イ
ク
中
で

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
ち
と
せ
姉
、

孝
介
兄
と
一
緒
に
、
こ
れ
か
ら
も
島
か

ら
発
信
し
て
奄
美
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。（
48

歳
女
性
）

■
日
本
復
帰
60
周
年
を
迎
え
る
年
に

奄
美
に
転
勤
し
て
き
ま
し
た
。
鹿
児

島
市
に
住
ん
で
い
る
と
き
に
は
あ
ま

り
知
り
得
な
か
っ
た
、
復
帰
に
関
わ
っ

た
方
々
の
想
い
を
少
し
で
は
あ
り
ま

す
が
知
る
こ
と
が
出
来
、
感
慨
深
い

で
す
。（
38
歳
女
性
）

※
広
報
ク
イ
ズ
の
抽
選
で
当
選
さ
れ
た
方
全
員
へ
、
さ
ら
に
コ
ク
ト
く
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

オリオンスーパーベースボール2013 関係者表敬にてオリオンスーパーベースボール2013 関係者表敬にて

▲奄美市と友好都市である兵
庫県西宮市の「みやたん」と。

▲有名な、熊本県の「くまモン」
と。ボクももっと有名になれ
るようがんばるのだ！
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３
つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の
を
選

び
、
ハ
ガ
キ
に
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

①
「
カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
」
の

略
は
？
（
ヒ
ン
ト
８
Ｐ
）

　

Ａ
…
Ｋ
Ｇ
病　

Ｂ
…
Ｃ
Ｃ
病

　

Ｃ
…
Ｃ
Ｇ
病

②
西
宮
市
の
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名

前
は
？
（
ヒ
ン
ト
22
Ｐ
）

　

Ａ
…
み
や
く
ん　

Ｂ
…
み
や
た
ん

　

Ｃ
…
み
や
モ
ン

③
「
地
豆
」
と
は
何
の
こ
と
？
（
ヒ
ン

ト
24
Ｐ
）

　

Ａ
…
落
花
生　

Ｂ
…
大
豆

　

Ｃ
…
ア
ー
モ
ン
ド

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
答
え
（
例
：
①

―
Ａ
）、
住
所
、
お
名
前
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可

で
す
が
必
ず
本
名
も
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
と
、
コ
メ

ン
ト
（
感
想
・
身
の
回
り
の
こ
と
な
ど
）
を

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
全
問
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
で
１
名
様
に
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー

タ
ー
往
復
優
待
券
（
5
割
引
）
＋ 

マ
グ
ネ
ッ

ト
ス
テ
ッ
カ
ー
、
10
名
様
に
図
書
カ
ー
ド

（
５
百
円
分
）
＋ 

マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ご
応
募
・
お
便
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
宛
先　

〒
８
９
４
―
８
５
５
５

　

奄
美
市
名
瀬
幸
町
25
―
８

　

奄
美
市
役
所
「
広
報
ク
イ
ズ
」
係

■
締
め
切
り 

１
月
15
日
（
当
日
消
印
有
効
）

■
12
月
号
の
正
解

　

①
―
Ｃ　
②
―
Ａ　
③
―
Ｂ　

　
（
58
通
中
55
通
正
解
）

抽
選
で
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
賞
品
は
後
日
郵

送
い
た
し
ま
す
。）

●
日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
往
復
優
待
割

引
券
（
１
人
）
＋ 

マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー

　

あ
あ
ち
ゃ
ん　

さ
ん
（
名
瀬
井
根
町
）

●
図
書
カ
ー
ド
（
五
百
円
）
＋ 

マ
グ
ネ
ッ

ト
ス
テ
ッ
カ
ー
（
10
人
）

　

加
那
ば
ば　

さ
ん
（
名
瀬
伊
津
部
町
）

　

モ
ン
ス
テ
ラ　

さ
ん
（
名
瀬
金
久
町
）

　

さ
ざ
え
さ
ん　

さ
ん
（
名
瀬
朝
仁
新
町
）

　

亜
紀
子　

さ
ん
（
名
瀬
小
宿
）

　

あ
ん
ち
ゃ
ん　

さ
ん
（
名
瀬
末
広
町
）

　

亀
山
ア
サ
子　

さ
ん
（
名
瀬
佐
大
熊
町
）

　

林
健
太
郎　

さ
ん
（
名
瀬
安
勝
町
）

　

浜
田
実
子　

さ
ん
（
笠
利
町
用
）

　

重
田
光
邦　

さ
ん
（
住
用
町
見
里
）

　

森
昭
博　

さ
ん
（
名
瀬
朝
仁
町
）

平成２5年　火災件数

地　区 11月 　 年 計

名　瀬 １ １１
笠　利 １ ５
住　用 0 1
合　計 ２ １７

　

氏　
　

名　
　
　
　
　
　

保
護
者
名

（
11
月
届
出
）

和
田　

明
花 

(

め
い
か) 

賢
昌

箱
山　

愛
心 

(

あ
い
み) 

泰
樹

赤
　

百
恵 

(

も
も
え) 

十
夢

川
畑　

千
紗
菜 (

ち
さ
な) 

秀
一
郎

中
野　

桜
子 

(

さ
く
ら
こ) 

幸
盛

田
下　

京 
(

き
ょ
う) 

隼
人

田
畑　

か
ん
な  
 

球
児

林　
　

紬
翔 

(

ゆ
い
と) 

洋
行

泉　
　

玲
央 
(

れ
お)  

智
憲

麓
川　

友
結 
(

ゆ
い)  

正
幸

福
島　

颯
馬 

(

そ
う
ま) 

幸
夫

濱
田　

峻
静 

(

し
ゅ
ん
せ
い) 

弘
興

松
田　

旺
大 

(

お
う
だ
い) 

雄
作

岡　

祈
乃 

(

い
の)  

大
樹

根
本　

す
み
れ  
 

健
司

安
山　

絢 
(

あ
や)  

圭

森　
　

千
眞 
(
か
ず
ま) 

友
和

伊
勢　

優
羽 

(
ゆ
う)  

克
也

西　
　

類
翔 

(

る
い
と) 

一
馬

中
村　

那
由
多 (

な
ゆ
た) 
紀
裕

元　
　

優
誠 

(

ゆ
う
せ
い) 
文
孝

藤
本　

香
澄 

(

か
す
み) 

亮

江
﨑　

恵
美 

(

め
ぐ
み) 

隼
太

手
島　

結
佳 

(

ゆ
い
か) 

崇

又
野　

陽
紀 

(

は
る
き) 

浩
幸

※
保
護
者
の
承
諾
を
得
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
ク
イ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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編
集
・
発
行
/鹿
児
島
県
奄
美
市
役
所
企
画
調
整
課
 

TEL: 0997-52-1111　
FAX: 0997-52-1001  

〒
894-8555　

鹿
児
島
県
奄
美
市
名
瀬
幸
町
25
番
8
号

E-M
A
IL: info@

city.am
am
i.lg.jp

 
U
RL：

http://w
w
w
.city.am

am
i.lg.jp

/

facebook：
https://w

w
w
.facebook.com

/A
m
am
iCity

tw
itter : http://tw

itter.com
/A
m
am
i_City

携
帯
サ
イ
ト
: http://w

w
w
.city.am

am
i.lg.jp

/m
obile/

　
index.htm

l　
…
…
…

▼

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
サ
イ
ト
: http://w

w
w
.city.am

am
i.lg.jp

/　
sm
artphone/index.htm

l

＜作り方>

＜作り方>

【地豆豆腐】＜材料・分量＞

【梅だれ】＜材料・分量＞

▲ 11月17日告示の奄美市長選挙で、無投票で再選され
た朝山毅市長が、当選後初登庁しました。奄美市役所正
面玄関では多くの市民や職員からの出迎えを受け、女性
職員からは花束が手渡されました。（11月25日）

▲ 奄美群島のグルメ№１決定戦「うまいンピック2013」
がスエヒロパーキングにて開催されました。お客さんの投
票の結果、奄美市笠利の『奄旨海房 魚匠』の「魚匠バーガー」
がグランプリに選ばれました。（11月30日）

　平成２５年１１月２６日（火）
午後１時半から奄美市役所４階
大会議室におきまして、家族経
営協定調印式を開催しました。
　家族経営協定とは、家族間で
経営方針や役割分担など、家族
みんなが働きやすい就業環境に
ついて、十分な話し合いに基づ
き取り決めるものです。
　今回、調印された平井果樹園
は、奄美市内にてタンカン栽培
を行っており、この度、父から

子への経営移譲と、後継者の妻
の参画に伴い家族間での役割分
担を明確にするために、これま
で締結していた家族経営協定の
見直しを行ったものです。調印
式では、大島支庁農政普及課長
及び関係機関が立会人を務め、
協定書の朗読、確認、署名・調
印を経て、立会人からの励まし
のことば、締結者ご家族から今
後の農業経営に向けた抱負を頂
きました。

～手作りで 島の味を 家庭の味を～
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